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腕
昭
和
酪
十
七
年
を
趨
え
て

L 寸，、

医窒"""

際密室調

腐'''''竪窓窓廼

2闘
車車麗s

:村

長

離

去
る
一
月
十
五
日
の
「
成
人
日
」

公
民
館
で
成
人
式
が
行
な
わ
れ
ま
し

た。
村
内
の
成
人
該
当
者
は
三
十
一
名

(
男
十
三
名
、
女
寸
八
名
)
で
、
出

席
者
は
十
九
名
で
し
た
が
、
ん
(
寸
年
の

成
人
式
は
昨
年
に
比
ぺ
て
女
性
の
出

席
者
が
多
く
め
だ
ち
、
ひ
と
き
わ
華

や
か
な
式
場
と
な
り
ま
し
た
。

(S.47.1.1現)

世帯数 682 

人口 2， 8 4 2 

男 1，429 女 1，413

( S .46. 1. 1現)

世帯数 685 

人口 2， 9 1 9 

男 1.478 女 1，441

(S .40. 1. 1現)

世帯数 828 

人口 3， 7 8 4 

男 1，887 女 1.897

河辺村勢
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件
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創

引

副

斗

割

引

1
0引
割

引

割

引

引

割

引

量

ま

さ

れ

ー

号

、

会

血

圧

の

恵

の

人

齢

で

あ

し

ら

4
1
1
1
1
1
~
f
j
i一

一
っ
た
、
嬉
量
色
決
め
て
下
さ
い
。
一
チ
ッ
ソ
成
分
で
二
一
主
題
霊
一
な
れ
肉
、
魚
寒
い
人
た
ち
の
六
割
か
一
喜
す
。
一
一
一
た
料
理
装
置
け
っ
こ
う
で
す
。
一
一
一
九

J
f
J
'
J

一

い

誹

明

一

一一

tて
吾
い
ー
へ
"
い
す
八
割
ぐ
ら
い
の
筆
で
食
べ
て
い
た
た
た
し
、
と
ん
ぶ
や
そ
の
他
の
海
草
一
胃
液
の
大
切
な
成
分
と
な
っ
て
い
る
二

J
i
l
-
-
3
ρ
J
-

一

三
麦
の
管
理

J

一

155EEl--E冒
tiz--
冨
喜
子
乙
と
が
震
を
よ
り
よ
く
す
あ
の
一
去
、
濃
い
塩
を
ふ
く
ん
だ
状
態
で
と

4
uアス

f
z補
強
す
る
た
め
に
大
一
一
一

1
E
J
K
E
I
V
E
L・
一

一
変
の
施
肥
雰
笠
栽
培
で
一
、
量
は
少
な
自

ι、
種

類

は

に

役

立

ち

手

。

，

一

三

持

町

村

諮

問

に

負

一

設

い

同

時

計

ろ

し

と

一

h
i円
、

司

五

』

一

-

一

時

一

一

月

上

旬

に

震

を

し

ま

す

。

一

多

く

一

牛

乳

と

た

ま

と

r

一

十

カ

カ

ー

し

ま

一

合

く

そ

え

て

。

一

一

j
e
s
-
-
γ

え

「

「

」

ニ

ヂ
年
期
は
、
草
丈
の
号
室
一
室
老
名
胃
袋
は
だ
ん
だ
生
育
ち
盛
り
と
子
ど
も
た
ち
に
雪
一
し
よ
う
。

1

一

一

一

‘

、

l
{
一一

直
射
光
線
や
か
で
す
が
、
根
は
か
な
り
卑
し
、
一
た
く
な
り
、
せ
ま
く
な
り
ま
す
か
ら
、
す
れ
て
い
る
牛
乳
と
た
ま
と
は
、
老
人
一
緑
の
霊
で
い
ち
ば
ん
奇
な
の
よ
消
化
し
や
す
く
料
理
し
て
一
一
，
:
船
団
春
一
子
一
一

言
、
五
分
げ
づ
数
が
増
加
す
る
の
で
、
肥
料
養
一
一
回
の
食
事
の
量
は
し
ぜ
ん
と
替
、
の
た
め
に
も
非
常
に
よ
い
食
品
で
す
?
一
に
ん
じ
ん
。
に
合
会
毎
日
食
べ
て
一
消
蓄
の
」
は
落
ち
て
1
ま
す
け
一
一

1

2

ニ

埋
め
て
主
会
不
足
す
る
と
分
オ
つ
髪
一
え
て
穂
了
日
の
総
会
事
量
も
械
を
と
に
な
上
栄
震
に
よ
い
だ
け
で
な
く
、
丑
く
だ
さ
い
。
ゅ
一
ら
-
米
理
を
消
イ
さ
れ
や
す

bFI一
一
昼
食
お
え
て
暫
し
見
め
ぐ
る
向
い
山
一
一
一

一
数
が
不
足
し
ま
す
o
Uた
肥
料
が
遅
れ
一
手
。
、
す
ま
た
良
い
か
ら
で
す
。
で
も
、
立
味
つ
け
は
う
す
く
一
生
食
べ
ま
し
ょ
う
o

Z
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9

模

様

に

木

の

葉

照

り

う

く

一

ニ

~
、
必
ず
き
て
二
月
下
告
?
と
、
根
ぎ
わ
の
節
一
そ
こ
で
大
切
な
乙
と
は
、
栄
養
を
ま
一
い
ろ
い
ろ
な
食
品
そ
と
れ
ば
、
牛
乳
具
今
の
六
十
才
す
ぎ
の
人
た
ち
は
、
主
た
と
み
は
¥
な
ま
た
い
必
ょ
ヰ
熟
一
一
、

4

一

一

一

ι

)

て
、
蓄
を
作
ら
な
と
聞
が
伸
び
て
倒
れ
や
す
く
な
り
、
お
そ
一
ん
ぺ
点
な
く
と
る
と

;
h
}
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l
j十
j
j十
十
ダ
}
f
i
j
!
j
i
fげ
た
ま
と
カ
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b
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一

山

ひ

だ

に

木

枯

ふ

け

ど

紅

す

が

し

一

一

二
語
、
事
乾
燥
ム
く
分
け
っ
し
た
も
の
は
、
震
け
つ
一
い
う
こ
と
子
。
ぃ

1
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J
4
4
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1
一
肉
、
魚
を
か
た
く
一
一
秋
の
名
残
り
を
止
め
て
立
つ
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ぜ

h
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子
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制

時

間
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れ

明

日
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祝

日

目
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訪

問
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れ
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四
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ず

な

食

事
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と

り

方
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時

間
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一

一
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佐

伯

一

時

男

一

一

紘
一
語
一
同
一
一
い

J

国
間
国
間
i
f一
長

時

一

-

一

ー

老

年

期

の

l
一
一
わ
い
詩
わ
よ
一
持
ち
待
も
し
言
語
ら
ず
喪
主
一
一
十
三
J

一
一
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一
z
rか
ら
L

t

職

Jff有引
計
百
引
引
旬
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錯
す
食
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な
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と
り
り
り
心
つ
ろ
に

A

三

一

一

一

E
Y、

i
J一

引

-

引

一

;

ほ

れ

一

環
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5

一
一
日
約
一
合
、
た
ま
と
は
一
日
一
個
で
一
い
て
い
和
食
と

2
と
な
っ
て
い
ま
す
一
室

iの
パ
ン
、
め
ん
主
一
室
戸
号
初
日
の
出
拝
む
て
う
と
出
で
包
し
一
一

T
い
た
り
、
持
統
一

B
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計
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引

町
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肉

や

魚
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要
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よ
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で
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下

、

和

食

の

昧

つ

げ

に

し

よ

う

油

、

み

一

お

お

い

に

よ

ろ

し

い

。

一

一

警

の

長

男

も

現

代

っ

子

か

ニ

す
る
恐
れ
が
あ
る
官
房

9
必
要
」
刊
一
下
中
中
下
山
一
関
一
関
県
了
老
人
は
肉
や
魚
を
あ
ま
り
食
べ
る
一
牛
乳

t
j飲
み
し
な
い
で
、
ゆ
っ
一
そ
、
食
塩
を
使
い
す
ぎ
て
い
る
こ
と
は
一
か
吐
く
北
い
た
C
撃

や

め

て

、

お

一

一

一

一

り
始
め
た
品
種
を
確
が
あ

ω
九
町
一
:
時
一
日
明
一
一
段
州
市
同
一
日
竺
な
」
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
が
、
乙
れ
一
く
り
と
則
的
リ
た
ま
と
は
半
熟
で
す
と
一
血
圧
、
腎
臓
な
ど
の
皇
室
す
の
で
す
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の
形
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に

住

之
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は
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U川
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司

J
同
一
一
ん
皇
は
や
は
兵
切
で
す
。
一
号
、
つ
ま
り
緑
の
重
、
と
れ
一
油
や
バ
タ
ー
を
た
く
さ
諸
っ
各
理
一
年
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き
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の

き

し

の

ぶ

の

緑

と
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は
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の

匝

h
hに日
一
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れ

ぼ
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貯
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す
る
喜
一
と
、
室
、
樹
勢
、
土
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E
E言
言

喜

E
i
玄
か
し
で
、
う
す
喜
昧
で
示
い
た
完
だ
き
完

Eた伝立いi一
宮
窓
の
た
Eめに主も宍1
ま異た提

7
吋

J夕
妥
食
互
一
も
り
も
り
太
る
カ
室
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に
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も
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欲
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る

た
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長
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し

ユ
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貞

道

一

一

一

一
撃
の
庄
屋
が
婁
の
推
進
空
し
て
一
堀
い
て
来
て
燃
や
し
た
の
で
あ
る
。
一
は
じ
め
「
ソ
レ
ッ
は
よ
ぬ
が
せ
い
や
一
立
ち
す
く
告
白
く
の
で
あ
っ
一
橋
か
け
の
時
の
査
に
出
た
七
左
衛
門
一
詐

U
M
H
V計
分

酪

一

い

れ

れ

一

わ

れ

い

な

、

一

去

五

一

世

~

一

一

{
署
長
抗
措
Y

橋
つ
め
近
辺
の
人
々
一
松
の
木
の
割
口
を
見
る
と
掠
く
し
た
一
も
み
け
せ
や

j
」
一
た
。
「
火
を
消
し
て
主
号
、
乙
の
一
首
い
て
記
芝
と
あ
る
。
'
、
一
議
り
、
と
く
に
胃
酸
が
ろ
す
く
な
り
一
費
、
さ
喜
一
杯
、
薬
局
酒
孝
一
色
か
あ
か

ιタ
阻

聞

に

て

ら

い

咲

く

ま

ご

す
容
を
工
事
が
進
め
ら
れ
た
一
日
付
ょ
う
時
計
五
油

i
H民

民

日

間

ょ

一

九

努

町

内

野

MUU院
内
一
明
告
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即
日
建
都
知
初
手
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れ
を
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の
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喜
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川
の
せ
き
や
橋
が
流
一
え
れ
て
い
る
の
で
パ
チ
パ
れ
と
一

J
コ
ラ
ッ
需
の
足
が
焼
け
よ
る
じ
一
寺
入
十
様
子
手
植
え
の
松
な
の
じ
一
見
氏
ら
が
大
修
繕
嘉
門
た
と
本
人
一
必
勾
引
し
て
梅
干
し
が
あ
り
一
寝
る
雰
少
々
は
眠
り
を
促
す
絶
好
一
一
あ
ら
た
ま
の
幸
を
す
て
休
み
な
き
一
一

一
一
る
必
さ
れ
る
と
、
も
と
の
よ
一
火
の
紛
が
走
り
あ
ぶ
な
く
も
あ
っ
た
。
一
ゃ
な
い
か
」
一
ゃ
。
入
農
は
我
々
、
し
も
じ
も
の
ー
か
ら
聞
く
と
と
が
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来
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む
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刊

行
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婦
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九

時
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封
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れ
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彼

誌

は

詩

向
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弓

M
u
m
M
M
M
K
M訪
日
一
関
持
制
球

M
Mね
錦
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を
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て
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っ
て
い
る
。
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さ

五
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あ
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か
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言
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ら

せ

て
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政

治

を

喜
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村
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勢

力
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植

松

と

は

差

が

あ

る

の

積

雪

量

の

一

使

用

ミ

ー

ニ

よ

わ

よ

わ

し

き

蝿

一

羽

と

び

日

直

の
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一

回

目

…

品

川

守

一

回

月
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掬

弔

コ

一

た
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え

ら

い

お

方

じ

ゃ
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、
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ん

量
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長

に

恩

わ

れ

る

け

れ

ど

も

、

当

時

と

た

め

、

ス
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ッ

プ

一

一

一
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聾

に

応

じ

た

震

と
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塁

一

事

務

所

に

一

人

詩

を

吟

じ

を

り

一

一
!
い
人
夫
の
入
費
橋
の
一

E
F
j一
、
撃
言
(
一
い
方
選
え
た
松
実
に
た
い
て
あ
た
一
し
て
は
、
様
谷
か
ら
五
十
崎
、
内
子
町
長
時
打
ぐ
一
}
一
一
1
時

間

肝

心

十

繰

り

一

一

一

一

里

山

幸

の

流

査

委

一

1
1
1
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一

っ

た
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で

、

パ
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っ

た
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ゃ

、
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通
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っ

た

か

ら
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1
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1
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1
1
i
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一
一
一
昨
摘
し
一
め
、
火
薬
い
て
は
暖
一
雪
も
す
フ
チ
ラ
降
り
川
の
流
れ
も
止
ま
一
っ
た
。
一
火
は
消
し
て
し
ま

Eo--と
言
と
し
て
の
震

d
F転
一
時
十
諸
結
の
状
況
の
確
認
一
』
伺
行
き
ち
が
い
の
珪
露
の
端
一
す
る
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一
古
山
を
ち
な
が
ら
仕
事
に
一
つ
返
り
つ
く
頃
、
素
足
に
ワ
ラ
ジ
を
一
出
夫
の
中
の
一
人
皇
索
、
フ
l
一
橋
を
か
け
、
せ
き
を
築
急
に
基
一
度
カ
-
て
、
震
の
庄
屋
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す
雪
フ
イ
パ
l
一
月
刊
ス
リ
ッ
プ
の
お
そ
れ
あ
る
場
一
に
寄
り
過
ぎ
な
い
。
一
三
、
目
と
耳
を
じ
ゅ

z
gせ

一

七

引

い

υ間
以

一

日

刊

誌

昭

和

刊

誌

吾

川

銭

円

作

品

純

一

良

川

町

時

計

持

一

特

別

庶

民

訴

夫

μ
u
k
r
M
μ
一

信

一

れ

わ

け

り

日

晶

子

h
h即
時
ち
の
跡
言
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一
る
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一
一
一
塁
所
)

も
な
く
な
刀
で
し
ま
足
。
一
と
で
あ
っ
た
号
。
一
き
ん
で
し
ま
い
、
深
く
考
え
た
で
一
日
立
し
〈
し
ま
っ
た
と
い
う
の
一
時
間
の
抗
日
ハ
ス
台
風
で
流
注
意
書
ね
が
い
一
な
ハ
ン
ド
ル
操
作
を
し
な
い
。
一
て
車
が
ブ
レ
ー
キ
号
て
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揺

れ

持

続

日

一

で

立

持

政

投

一

い
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岩

手

喜

一

こ

り

語

実

言

語

記

に

一

一

転

i
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一

一

目

提

供

ヴ

て

運

一

駐

日

丸

山

無

径

と
)
が
あ
る
が
、
あ
れ
な
品
え
て
い
一
る
我
が
雲
、
は
ね
よ
げ
で
あ
ぶ
ら
ね
一
信
か
つ
て
緊
張
し
た
案
っ
き
で
話
一
ょ
多
少
の
き
夏
、
又
、
裏
の
…
名
本
勅
滋
一
転
す
る
。
-
一
一
、
い
つ
も
よ
首
動
車
に
雪

I
4

て
よ
〈
山
燃
え
る
ぞ
」
と
い
合
こ
と
に
な
一
ば
我
が
足
に
も
と
ら
ぬ
の
で
あ
っ
た
。
一
し
は
じ
め
た
の
で
、
皆
は
彼
の
異
様
な
一
説
も
参
照
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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